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　 ラ ッ ト前障 に おける NPY 陽性細胞 の 分布及

び微細構造を免疫組織 化学 的方法を用 い て、

光学 顕微鏡 と電 子顕微 鏡 で 観察 した 。 ABC 法

（avidin
−biotin　complex 　method ）を用い

たNPY 陽性細胞 の光学顕微鏡 に おける分析の 結

果 、 細胞体 は spindle 　type と gl  1ar な い し

oboid 　type に分類さ れ た 。 線維は fineな構

造を示 し、一
部 で は varicose 状 1こc1・austmm

全域 に 多数観察 された。spindle 　type はbipo
− larなdendrite を も つ もの が 多く、　 spine

は ほ とん ど認 め られ なか っ た。 globular な

い し ovoide 　type は 、　 mul 　tipolar な dendrite

を もっ もの が 多 く、multipolar な も の で は 、

spine が secondary 　dendrite に わず加 こ認 め

られた
。 dendrite の 方向は 、

　 externa 　l　 capsule

の 線維方向に
一致する もの が 多か っ た。 NPY 陽

性線維 の分布は 、最吻側部 の 切片で 一様に 粗

に 、尾側 に む か うに 従 っ て
、 腹 側 部 に 密 に 存在

した 。 電子顕 微鏡に お ける分析 の 結果 、 NPY

陽性細胞 は細胞 内小器 官 が 発達 し、認 あ られ

る cored 　vesicle は ペ プ チ ド含有細胞 の 特徴

を示 した 。 細胞体 に 対する 直接入 力は ほ とん

ど認 め られな い が NPY 陽性 dendrite に 対 し

て 陰性 amon か らの 入力を認 めた。さら に

Fast 　 bllle及 び AB − Texas 　Red を用 い
、

motor 　cortex と visual 　 cortex との 線維連

絡 を観察 した 結 果 、 NPY 陽性線維 の こ れ ら皮

質 へ の 投射は 認 め られ な か っ た 。

　視 床網様核は大脳皮質、視床な どか らの 入

力 を受 け、視 床 に投射す る GABA ニ ュ
ー

ロ

ン か らなる抑制性の 核で あるが、脳の 特定 の

神経細胞 に 存在 す る カ ル シ ウム 結合蛋 自の
一

つ バ ルブ アル ブ ミ ン を含有す る こ とが 報告 さ

れ て い る 。 本研究で は バ ル ブ アル ブ ミ ン に 対

す る特異的抗体、お よび 、 mRNA に 対す る

特異 的ブ ロ ーブ を用 L丶 こ の 核の 発達 をラ ッ

トを用 い て調べ た 。

　ラ ッ ト胚で パ ル ブ アルブ ミン抗 体に 反応 す

る部位 は 、 進化的に 類縁 とさ れ るカル モ デ ュ

リ ン、カ ル ビ ンデ ィ ン と異な りご く限 られ て

い た 。 視 床 網様 核で の 反応は、 18 日胚 で 腹

側の 細胞体に わ ず か に み られ るの み だ が、生

後 0 日 に な ると細胞体に 加え視床 に 直線的に

の びる反応 陽性の 長 い突起が認め られ た e 生

後 3 日 で は視床網様核内で の 突起 も多 くな り、

7 日にはそ れ らは複雑化 し、部分的に 成獣 の

状態に近 くな っ た 。 視床 に の び た繊維 は複雑

に い り くみ は じめ、 11H で は複雑 に い り く

ん だ太い 突起が 認め られ た 。 16 日 に な ると

こ の 繊維 はさ ら に 複雑に 細か くな り、成 獣の

状 態 に近 くな っ た 。 こ れ らの 変化 に伴 い 、 m

RNA も増 加 した。　（ス イ ス ： ハ イ ツ マ ン 博

士 、イギ リ ス ： エ ム ソ ン 博士 と の 共同研究 〉
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